兵庫県防犯設備優良住宅認定基準（戸建て住宅用）チェックリスト
　　　年　月　日
	物件名
	
	申請者
	

	申請担当者
	
	審査担当者
	


申請担当者は、必須項目等について必ず確認し、確認後、□に赤字でチェックして下さい（添付書類等の確認もお願いします。）。
	認　　定　　基　　準　　（戸建て住宅）

	基　　　　　　　準　　　Ⅰ
	区　　分

	１　玄関等配置・材料・構造

	1 玄関扉は、防犯建物部品（ＣＰ）の扉（枠を含む）及び錠が設置されていること。
2 ツーロックとすること（二つ目の錠もＣＰ錠を使用すること。）。
※　防犯建物部品（ＣＰ）と同等品については使用を認める。　
③　外部から施錠部のデッドボルトが見えない構造又はガードプレー等を設置すること。
※　電気錠（鍵信号の入力方式については、鍵式、テンキー方式、ＩＣカード、バイオメトリクス等があるが、その方式は問わない。）を使用する場合であってもツ－ロックとすること。
④　破壊が困難なドアチェーン、ドアガードを設置すること。
⑤　ガラス部がある場合は、防犯ガラス等の使用により容易に破壊されない対策を講じること。
6 扉に郵便受けが設置されている場合は、内側に受箱等を取り付けるなど外部から手を入れ、又は針金を差し込むなどの方法による不正解錠を困難にする措置を講ずること。　
7 勝手口の材料及び構造は、玄関扉と同等とすること。
8 玄関は、周囲からの見通しが確保された位置にすること。
9 勝手口を設置する場合は、周囲からの見通しが十分な位置に設置すること。
	1 必須□
2 必須□
3 必須□
4 必須□
5 必須□
6 必須□
7 必須□
8 推奨□
9 推奨□

	２　インターホン等

	1 住戸内には、住戸玄関外側部分との通話可能な機能を有するインターホンを設置すること。
2 インタ－ホンは、カメラ録画機能付のものとすること。
3 居住者の安全対策として、住戸内に非常押しボタン等を設置して、外部に音・光により知らせる機能を有すること。
※　仕様・配線図を添付すること。また、商品・施工方法は、HQI認定されたものが望ましい。
	1 必須□
2 必須□
3 必須□


	３　窓

	1 接地階の窓は、防犯ガラス又は面格子、窓シャッター等の施錠可能な雨戸を設置し、更に鍵付きクレッセント又は補助錠で侵入防止に有効な措置を講じること。
※　地面及び足掛かりから窓の下端までの高さが2ｍ以上の窓を除く。
※　侵入のおそれのない短辺が20㎝未満の小窓を除く。
2 接地階以外のバルコニー等に面した窓は、鍵付きクレッセント又は補助錠で侵入防止に有効な措置を講じること。
3 上記①及び②以外の窓も、鍵付きクレッセント又は補助錠等で侵入防止に有効な措置を講じることが望ましい。
	1 必須□
2 必須□
3 推奨□

	４　照明

	1 玄関及び勝手口の照明設備は、常夜灯又はセンサー付きライトを設置すること。
	①　必須□


兵庫県防犯設備優良住宅認定基準（集合(共同)住宅用）チェックリスト
年　月　日
	物件名
	
	申請者
	

	申請担当者
	
	審査担当者
	



申請担当者は、必須項目等について必ず確認し、確認後、□に赤字でチェックして下さい（添付書類等の確認もお願いします。）。
	認　　定　　基　　準（集合(共同)住宅）

	基　　　　　　準　　　　Ⅱ
	区　　分

	１　玄関等配置・材料・構造

	1 玄関扉は、防犯建物部品（ＣＰ）の扉（枠を含む）及び錠が設置されていること。
②　ツーロックとすること（二つ目の錠もＣＰ錠を使用すること。）。
※　防犯建物部品（ＣＰ）と同等品については使用を認める。　
③　外部から施錠部のデッドボルトが見えない構造又はガードプレート等を設置すること。
※　電気錠（鍵信号の入力方式については、鍵式、テンキー方式、ＩＣカード、バイオメトリクス等があるが、その方式は問わない。）を使用する場合であってもツ－ロックとすること。
④　破壊が困難なドアチェーン、ドアガードを設置すること。
⑤　ガラス部がある場合は、防犯ガラス等の使用により容易に破壊されない対策を講じること。
⑥　扉に郵便受けが設置されている場合、内側に受箱等を取り付けるなど外部から手を入れ、又は針金を差し込むなどの方法による不正解錠を困難にする措置を講ずること。　
⑦　勝手口の材料及び構造は、玄関扉と同等とすること。
8 玄関は、周囲からの見通しが確保された位置にすること。
9 勝手口を設置する場合、周囲からの見通しが十分な位置に設置すること。
	1 必須□
2 必須□
3 必須□
4 必須□
5 必須□
6 必須□
7 必須□
8 推奨□
9 推奨□

	２　インターホン等

	1 住戸内には、住戸玄関外側部分との通話可能な機能を有するインターホンを設置すること。
2 インタ－ホンは、カメラ録画機能付のものとすること。
3 居住者の安全対策として、住戸内に非常押しボタン等を設置して、外部に音・光により知らせる機能を有すること。
※　仕様・配線図を添付すること。また、商品・施工方法は、HQI認定されたものが望ましい。
	1 必須□
2 必須□
3 必須□


	３　窓

	1 接地階の窓は、防犯ガラス又は面格子、窓シャッター等の施錠可能な雨戸を設置し、更に鍵付きクレッセント又は補助錠で侵入防止に有効な措置を講じること。
※　地面及び足掛かりから窓の下端までの高さが2ｍ以上の窓を除く。
※　侵入のおそれのない短辺が20㎝未満の小窓を除く。
2 接地階以外のバルコニー等に面した窓は、鍵付きクレッセント又は補助錠等で侵入防止に有効な措置を講じること。
3 共用廊下・階段に面した窓は、防犯ガラス又は面格子を設置すること　　とし、更に鍵付きクレッセント又は補助錠で侵入防止に有効な措置を講じること。
4 上記①、②及び③以外の窓も、鍵付きクレッセント又は補助錠等で侵入防止に有効な措置を講じることが望ましい。
	1 必須□
2 必須□
3 必須□
4 推奨□


	４　照明

	1 玄関照明設備は、常夜灯又はセンサー付きライトを設置すること。
2 接地階に勝手口を設置する場合は、常夜灯又はセンサー付きライトを設置すること。
3 共用廊下及び共用階段の照明設備は極端な明暗が生じないよう配慮し、床面において平均水平面照度が20ルクス以上確保され、かつ、平均水平面照度が０となる部分を有しない（平均水平面照度が最低５ルクス以上を確保すること。）こと。
	1 必須□
2 必須□
3 必須□

	５　共用玄関（出入口）

	1 共用玄関は、道路及びこれらに準ずる通路（以下「道路等」という。）からの見通しが確保された位置に配置すること。　　　　　　
※　道路とは、建築基準法上の道路をいう。また、道路に準ずる通路とは、いわゆる団地内通路をいう。
2 道路等からの見通しが確保されていない場合には、死角となる場所及び共用玄関にいる人物が確認できる位置に防犯カメラ（画角Ｂ：画面全体に人物の全身が写る大きさのもの。）を設置すること。
※　カーブミラーを設置しても、これを見通しの補完措置とは認められない。
3 共用玄関には、オートロックシステムを備えた玄関扉を設置すること。
※　オートロックシステムとは、共用玄関の外側と各住戸との間で、通話可能なインターホンと連動して共用玄関扉の錠を解錠することが可能なものをいう。
※　オートロックの鍵信号の入力方式については、鍵式、テンキー方式、ＩＣカード、バイオメトリクス等があるが、その方式は問わない。
④　オートロックシステムは、不正開扉を困難にするため、
ア　玄関扉の構造は、不正開扉を困難にする対策を講じること。
イ　オートロック機能を有する扉の近傍に緊急解錠ボタンがある場合は、当該ボタンを操作した時又は操作のためにスイッチボックス扉を開扉した時に、これに連動してベル、アラーム等が吹鳴する機能を有すること。
⑤　　共用玄関を通過する人物を写す防犯カメラ（画角Ｂ：画面全体に人物の全身が写る大きさ）を設置すること。
※　他の防犯カメラによって、必要な画像が得られる（補完措置が講じられる）場合は、これを兼用可能とする。
　　　　防犯カメラは、RBSS認定品が望ましく、その録画方式・性能等の基準は、別に定める。
4 　共用玄関の扉を含む開口部は、扉の内外を相互に見通せるようガラス等の透過性のある材料を使用し、50％程度以上の見通しを確保すること。
⑦　共用玄関の照明設備は、
ア　共用玄関の内側の床面において、平均水平面照度が50ルクス以上であること。
イ　共用玄関の外側の床面において、平均水平面照度が20ルクス以上であること。
※　外側床面の範囲は、出入口前2～3ｍとする。
⑧　共用玄関以外の共用出入口の照明設備は、出入口の外側の床面において、平均水平面照度が20ルクス以上であること。
※　外側床面の範囲は、出入口前2～3ｍとする。
⑨  防犯カメラを設置する場合は、設置する防犯カメラの性能に基づいた照度を確保するとともに、設置する防犯カメラの画像にグレア(まぶしさ)が生じることがないよう適切に配置すること。
	1 推奨□
2 推奨□
3 推奨□
4 推奨□
5 推奨□
6 推奨□
7 必須□
8 必須□
9 必須□


	６共用メールコーナー

	1 　共用メールコーナー(宅配ボックスを含む。)は、周囲からの見通しが確保された位置に設置すること。ただし、周囲からの見通しが確保されない場合は、郵便受の投入口側を、防犯カメラ（画角Ａ：画面のほぼ１/２に人物の全身が写る大きさのもの。）で補完すること。
2 郵便受は、施錠可能なものとすること。
· 南京錠等の解錠が容易なものは認めない。

	1 推奨□
2 必須□


注　釈　
【使用する認定基準のチェックリストについて】

1 　戸建て住宅は、認定基準（戸建て住宅用）チェックリストを使用して下さい。
2 　集合住宅は、認定基準（集合(共同)住宅用）チェックリストを使用して下さい。
3 　二世帯・三世帯住宅で、玄関が二か所以上ある住宅の場合は、個人の戸建て住宅であっても集合(共同)住宅とみなしますので、上記②と同様に認定基準（集合(共同)住宅用）チェックリストを使用して下さい。
【チェックリストの区分欄について】
1 　必須事項とは、兵庫県防犯設備優良住宅の認定を受けるに当たって不可欠な条件となるものです。
2 　推奨事項とは、兵庫県防犯設備優良住宅に認定するに当たって、申請住宅の防犯対策上有効と考えられる推奨事項です。
　【防犯建物部品（ＣＰ）等について】

1 　防犯建物部品（ＣＰ）は、「防犯性能の高い建物部品の開発・普及に関する官民合同会議」（以下「官民合同会議」という。）が公表した「防犯性能の高い建物部品目録」（以下「目録」という）に掲載された建物部品をいいます。
2 　「防犯建物部品と同等品」とは、官民合同会議以外の第三者機関が、官民合同会議と同等の方法により、目録に掲載された建物部品と同等の防犯性能を有していることが確かめられた建物部品（BL認定商品等）をいいます。
なお、扉・枠の特定防火設備仕様は、防犯建物部品と同等品とみなします。
【防犯カメラの設置に関する事項について】
　防犯カメラの設置に当たっては、次の事項に配意して下さい。
1 　記録装置と一体化したシステムとして構成されていること。
2 　集合（共同）住宅の場合は、管理規約等に、防犯カメラによる監視に関する運用規定の記載が有ること。
3 　防犯カメラは、RBSS認定商品であることを推奨します。
※　RBSS制度について
優良防犯機器認定制度（RBSS制度）は、公益社団法人日本防犯設備協会が、一般の方々の安心・安全に寄与することを目的に、防犯機器に必要とされる機能と性能の基準を策定し、その基準に適合した機器を「優良防犯機器(RBSS)」と認定することにより、優良な防犯機器の開発及び普及促進を図る自主認定事業です。
4 　防犯カメラの設置場所、設置方法等に関しては、防犯設備士の指導を受けることが望ましい。
【照度の基準について】
〇　チェックリストの文中、照明設備の条件について、「平均水平面照度（床面又は地面における平均照度をいう。以下同じ。）が50ルクス以上であること。」と記載していますが、この50ルクスとは、10ｍ先の人の顔、行動が明確に識別でき、誰であるか明確に分かる程度以上の照度をいいます。
【防犯ガラスについて】
〇　　防犯ガラスについては、「ガラスの防犯性能に関する板硝子協会基準」に記載された「防犯ガラス」の定義に規定された性能を有する防犯ガラスを設置して下さい。
　
【インターホンについて】
1 　HQI認定品が望ましい。
※　HQIについて
インターホンについて、個人・法人のお客様に選択の便を図るために、インターホン工業会がその機能・性能に係る技術上の必要な基準を定め、インターホン自主認定技術基準に申請品が適合していると評価した製品を「ＨＱＩ認定品」といいます。　
2 インターホンの設置に関しても、防犯設備士の指導を受けることが望ましい。
【防犯設備士・総合防犯設備士について】
〇　公益社団法人日本防犯設備協会は、警察庁の指導の下で平成４年２月から防犯設備士の養成と資格認定試験の事業に取り組み、防犯システムの技術レベルの向上を図っています。警察も防犯設備士の活躍を期待しており、防犯診断や地域の防犯運動にも積極的に参加することを望んでいます。
〇　防犯設備士は国家資格ではありませんが、発注者から条件として指名される例もあり、今後防犯設備士の役割が重要視される方向にあることを示しています。
〇　防犯設備士等の資格認定試験は、平成13年4月から、公益社団法人日本防犯設備協会が自主事業として実施しているものです。
なお、総合防犯設備士は、防犯設備士の上位の資格です。

引用文献　公益社団法人　防犯設備士テキスト
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